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「心配のドキドキ」から「楽しみのドキドキ」へ 

校 長  諸 橋 智 

名残の花の４月７日，令和５年度，203日のドキドキのストーリーが始まりました。 

始業式の担任発表と 56人の教職員紹介では，子どもたちの期待に満ちたざわめきが止ま

りませんでした。全学年がクラス替えを行ったとともに全教職員がマスクを外し，表情を

見せることができたからでしょう。初めて教職員の顔を見た子どもたちもたくさんいたこ

とと思います。その後どの教室でも，期待に満ちあふれた出会いの場が繰り広げられてい

ました。 

昨年度，子どもたちに全学年でクラス替えをすることを伝え 

たときのことです。「いからし ともだち ネットワーク」とい 

う話をしました。２人では１つのつながり，４人では６つのつ 

ながり，８人では 28のつながり，32人だと 496のつながり， 

780人がつながったら…，想像もできない力を発揮できる，と 

いう話です。 

クラス替えで，人がつながり知のネットワークがどんどん大

きくなることを予感する新年度のスタートとなりました 

しかし，中には不安で教室に入りづらそうな子どもも見られ 

ました。その子は，教室で自分らしさを発揮してのびのび、思 

い切り活動したいのです。でも，心配で「ドキドキ」が収まら 

なかったに違いありません。友達や教職員が，その子の心の内 

を「優しい想像力」を働かせ，ほどなく自然に教室に溶け込ん 

でいきました。 

考える力・つながる力・表す力の３つの力を育むにあたり，今年度も子どもがいっそう

主体性を発揮できるように教育活動を進めてまいります。運動会や遠足など行事のさらな

る充実を図ると同時に，市の「授業改革パイロット校」の指定をいただき総合的な学習の

時間の授業の在り方を求めて，授業改善に取り組みます。 

まず，第 1弾としての運動会は，全校児童が一堂に会し短時間で実施できるよう新たな

形で実施します。１年間のはじめに，低，中，高学年それぞれに学年部同士で関わりを広

げ，縦割り班の基礎を作ることがねらいです。 

教職員も子どもも最善の関わり方を駆使して，互いに仲良くなれるよう取り組みます。

いつの日か，いからしともだちネットワークが広がり「心配のドキドキ」が「楽しみのド

キドキ」へ，そして「ワクワク」へと高まっていくことを願い決意を新たにしています。
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